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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成元年度 

完成予定年度 

   平成１８年度（暫定）

１．事業概要 

豊見城道路は沖縄西海岸道路（延長約５０ｋｍ）の一

部を構成する道路で、豊見城市瀬長から糸満市西崎に至

る延長 L=４．０km の道路であります。本路線は、豊見城

市及び周辺部の交通混雑の緩和、那覇空港・南部観光地

への交通アクセス向上、地域開発プロジェクト（豊見城

村（豊崎）地先開発事業）の支援に資する道路として期

待されています。 

 平成１８年度の暫定供用を目指し事業の進捗を図りま

す。 

平成１７年度事業費 

   ４，２００百万円 

概要図 

 

 

 

 

 

 

【進捗状況】 

 

 

 

 

 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 豊見城市瀬長～同市豊崎地先間を暫定部分供用すると伴に、事業の進捗を図ります。

 豊見城道路を整備することにより、以下の効果が期待できます。 

  ・アウトレットモール～空港間の所要時間 １９分 → １４分に短縮 

 ・渋滞損失時間 １５６万人時／年 → １３４万人時／年に減少 

   渋滞損失金額  （２０６億円／年） →（２０２億円／年） 

 ・ＣＯ２排出量 1,585,225ｔ／年 → 1,582,975ｔ／年に約 2,300ｔ／年に減少 

５ 主要事業個別説明資料 

一般国道３３１号「沖縄西海岸道路（豊見城道路）」の整備促進 

～平成１７年度 部分暫定供用～ 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成４年度 

完成予定年度 

平成２０年代前半（暫定） 

１．事業概要 

与那原バイパスは、一般国道 329 号与那原交差点及び

与那原町周辺の交通渋滞解消を図り、これらの交通混雑

の緩和、主要幹線道路の機能を高めると共に、那覇空港

自動車道及び南風原バイパスと一体となった幹線道路網

を形成し交通の効率的な分散を図る役割を担っていま

す。 

 平成２０年代前半の暫定供用を目指し、事業の進捗を

図っていきます。 平成１７年度事業費 

   ３，５００百万円 

概要図 

 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 マリンタウンプロジェクト内の暫定供用を行うと共に、工事促進及び用地買収を促進

します。 

一般国道３２９号「与那原バイパス」の整備促進 

～平成１７年度 暫定部分供用～ 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

  新規 

事業区分（直轄・補助） 

  直轄 

事業着手年度 

  平成１７年度 

完成予定年度 

  平成２１年度 

１．事業概要 

 那覇港は沖縄県の物流の中心拠点港湾として県の経

済活動を支えていますが、那覇港と本島中心部の連絡は

慢性的な交通渋滞が発生している市街地を通過せざる得

ない状況です。 
臨港道路（浦添線）事業は、市街部をバイパスしたア

クセスを確保し、併せて新たな物流拠点が形成されるこ

とにより、効率的な物流体系を構築するものです。平成

１７年度より新規整備に着手します。 平成１７年度事業費 

  １００(95)百万円 

概要図 

 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は、調査測量及び実施設計を実施します。 

那覇港浦添ふ頭地区臨港道路（浦添線）の整備促進 

～より効率的な物流体系の形成を目指して～ 

＜将来イメージ＞

臨港道路（浦添線） 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

○【安全安心な生活の確保災害に強い建土づくり（安全）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

  継続 

事業区分（直轄・補助） 

  直轄 

事業着手年度 

  平成９年度 

完成予定年度 

  平成１７年度 

１．事業概要 

那覇港においては沖縄自立経済確立を先導し、物流機

能の効率化を図るため、国際競争力の向上を目的とした

トランシップ港湾を目指しています。国際海上コンテナ

ターミナル（岸壁水深－１３ｍ)整備事業は、この基幹施

設となるものであり、港湾施設の長期貸付等特区制度を

活用するとともに民間のターミナルオペレーター企業が

誘致されています。また、大規模な地震が発生した場合

の緊急物資、避難者の海上輸送に対応するための施設と

しての機能を併せもつものとなっています。これまで岸

壁本体、背後埋立、前面泊地浚渫を行い、１６年度にお

いて施設本体がほぼ完成致しており、平成１８年１月か

ら供用の予定です。 

平成１７年度事業費 

  ５００（４７５）百万円

概要図 

 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は、船舶の荷役等の安全確保のため岸壁の付帯設備（フェンス・ゲート

等）の施工を行う予定です。 

那覇港トランシップ港湾の実現に向けた国際海上コンテナターミナルの整備促進   

～平成１８年１月供用予定～ 

整備中

供用中

国際海上コンテナターミナル 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   新規 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成１７年度 

完成予定年度 

   平成２３年度 

１．事業概要 

石垣港では、大型旅客船が台湾や横浜、神戸等から年

間３０～５０隻（定期・不定期）寄港し、石垣市をはじ

めとする八重山地域の観光産業に大きく貢献していま

す。しかしながら、旅客船に対応した岸壁が未整備であ

るため、貨物船等と同じ施設の利用を余儀なくされてお

り、荷役される貨物の中を乗客が往来するなど安全性、

効率性に問題が生じています。 

石垣港大型国際旅客船ターミナル整備事業は、観光立

市宣言を掲げている石垣市等においてクルージングを推

進し、かつ地域の観光産業振興に大きな寄与が期待され

ています。 

平成１７年度事業費 

   １００（９５）百万円

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は、調査測量及び実施設計を行う予定です。 

石垣港大型国際旅客船ターミナル整備事業 

～台湾等からのクルージングの玄関口を整備します～ 

＜将来イメージ＞ 

＜現況＞ 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   完成 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成１６年度 

完成予定年度 

   平成１７年度 

１．事業概要 

首里城公園は、歴史・文化の拠点として魅力度の高い

施設整備や文化遺産の鑑賞、見学、体験という観光形態

の充実等を基本方針として進めています。 

書院は、王府時代に国王が日常政務を行っていたとこ

ろです。また、鎖之間は王子が賓客の接待に使っていた

ところであり、往時の状況を再現する場として書院・鎖

之間の復元整備を進め、平成１７年度の完成を目指しま

す。 

 

平成１７年度事業費 

   ３５５百万円 

概要図 

 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は、書院・鎖之間の復元整備として木造建築工事を実施し、琉球の歴史

文化を体感できる整備を進めて、早期開園を目指します。 

首里城地区（書院・鎖之間）整備 

～平成１７年度 完成事業～ 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   新規 

事業区分（直轄・補助） 

   補助 

事業着手年度 

   平成１７年度 

完成予定年度 

   平成２３年度 

１．事業概要 

当路線は、沖縄環状線嘉手納基地ゲート付近から胡屋

十字路を通り、国道３２９号高原交差点を結ぶ道路です。

 本路線を整備することで中心市街地へのアクセス機能

強化を図ることができ、中城湾新港地区と市街地の物流

・交通流の処理向上及び沖縄環状線との接続等、沖縄市

の東西骨格軸を担う主要な幹線道路となります。また、

沖縄市の市道胡屋１８号線（市庁舎前線）が事業中であ

ることから、連携した早急な整備が必要です。 

 

平成１７年度事業費 

   １００百万円 

概要図 

 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は、L=1.0km の調査・測量・実施設計を行う予定である。 

胡屋泡瀬線街路事業費補助 

～平成１７年度 新規事業～ 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

○【沖縄特有の豊かな自然環境の保全・創出（環境）】 

○【特性を生かした安らぎと活力ある地域づくり（暮らし）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分

   完成 

事業区分（直轄・補助）

   補助 

事業着手年度 

   平成１３年度 

完成予定年度 

   平成１７年度 

１．事業概要 

当海岸域周辺には、リゾートホテルやゴルフ場などのレジ

ャー施設があり観光客で賑わっているところで、また、読谷

村は、当地域の観光・交流機能の拡充を図るために海岸背後

に農村と都市の交流を推進する民宿村（浜屋むら）を計画し

ています。当海岸は戦前は砂が豊富で景観が素晴らしく、地

域の生活と密着した海岸でしたが、戦後米軍による採砂によ

る砂浜の消失と共に岩盤が露出し、安心して海水浴ができな

い危険な状態となっていました。このような状況に鑑み、海

岸環境整備事業により砂浜や緑を復元し、周辺施設の整備と

一体となった海岸保全施設を整備することにより、国土保全

と併せて親しみのもてる海岸環境を創出し、海岸利用の増大

並びに観光資源の質及び利便性の向上を図ります。 

平成１７年度事業費 

   １５百万円 

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

海岸背後の利便施設と突堤間を結ぶ管理用通路を整備し、一連完成供用を図ります。

宇座海岸環境整備事業（沖縄県読谷村）の整備促進 

～ 平成１７年度 完成事業 ～ 

大保ダム完成予想写真

残波ビーチ

残波岬公園

残波ロイヤルホテル

海岸環境整備実施

位　置　図

宇座海岸

農村総合整備事業
浜屋むら

（テーマ型民宿）

整備前 整備後イメージ

H16

利便施設(東屋、照明、園路等)

植栽工(高・中・低木、地被類)

安全情報伝達施設

宇座海岸 総延長 500m

H17 管理用通路一式
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   新規 

事業区分（直轄・補助） 

   補助 

事業着手年度 

   平成１７年度 

完成予定年度 

   平成２１年度 

１．事業概要 

本公園は、マリンタウン埋立地内に位置し、計画面積

は 4.16ha で、主な施設は、園路、多目的広場、遊戯施設、

便益施設などです。本公園の整備目的は、住民の憩いの

場、地域コミュニティ活動及び健康増進の場を確保する

ことにより、良好な都市機能及び都市環境の形成を図る

ものです。 

 

平成１７年度事業費 

   ２２２百万円 

概要図 

 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は、公園基本設計及び用地買収を行う予定です。 

都市公園等統合補助事業（マリンタウンＣ公園） 

～平成１７年度 新規事業～ 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   完成 

事業区分（直轄・補助） 

   補助 

事業着手年度 

   昭和５０年度 

完成予定年度 

   平成１７年度 

１．事業概要 

本公園は、浦添市の中央部に位置し、市民のスポーツ

・レクリエーションの拠点として、昭和５０年度より整

備を推進しています。ほとんどの計画運動施設が完成し、

平成１５年度では温水利用型健康運動施設を整備し、そ

の後修景施設を整備し、平成１７年度までに公園の全部

供用を目指します。 

平成１７年度事業費 

   ９２百万円 

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

平成１７年度は、野球場北側の園路・広場の修景施設の整備を行う予定です。 

浦添運動公園は運動施設がほぼ完成し多くの市民に利用されている。今回整備予定の

園路等が完成するとジョギングやウォーキングに活用され、利用者の健康と体力増進に

役立ちます。 

 

浦添運動公園整備事業 

～平成１７年度 完成事業～ 
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成３年度 

完成予定年度 

   平成１９年度（暫定）

１．事業概要 

豊見城東道路は、那覇空港自動車道の一翼を担うもの

で、本島北部、中南部及び那覇空港間の定時性、高速性

を確保するとともに都市部の交通混雑緩和に役立つこと

が期待されています。 

平成１５年４月２６日に南風原南 IC～豊見城 IC 間の

部分暫定供用を行い、引き続き、那覇空港南 IC（仮称）

までの早期暫定供用をめざし事業の進捗を図ります。 

平成１７年度事業費 

   ５，１００百万円 

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

早期暫定供用に向け、トンネル工事等の促進及び用地買収の促進を図ります。 

 

一般国道５０６号「那覇空港自動車道 豊見城東道路」の整備促進 

～平成１７年度 継続事業～ 

0 .7 7 .0 0 .72 .5 3 .0 7 .0 2 .5

2 2 .0

0 .5 7 .0 0 .51 .7 5 3 .0 7 .0 1 .7 5

2 0 .5

豊見城 IC 側 南風原南 IC 側 

豊 見 城 東 道 路      L = 6.2 Km

   L = 2.7 km   H15.4.26 暫定供用中  L = 3.5 km

豊見城トンネル

那覇空港南IC（仮称）

豊

見

城

市

名

嘉

地

山

川

(起)

西原JCT

南風原北IC

沖縄自動車道

那覇IC

南風原南IC
豊見城IC

L = 1,050 m

ト

ミ

グ

ス

ナ

カ

チ

ハ

エ

バ

ル

ヤ

マ

カ

ワ

507

那覇東バイパス
ナ  ハ  ヒガ シ

68

11

82

7

5

331

329

(終)

 南

 風

 原

 町

豊

見

城

市

平

良

ト

ミ

グ

ス

タ

イ

ラ
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成４年度 

完成予定年度 

   平成２０年度 

１．事業概要 

那覇港は沖縄県の物流の中心拠点港湾として県の経済

活動を支えています。那覇港臨港道路（空港線）は那覇

港と那覇空港及び本島南部を海底トンネルにより連絡す

るものであり、那覇港における効率的な物流体系の形成

に加え、国道５８号線の交通負荷の軽減に資するものと

して、早期供用が期待されています。これまでに沈埋ト

ンネルの本体である沈埋函は全体で８函のうち５函を製

作し、３函を据え付けてきました。 平成１７年度事業費 

１０，９４６(10,399)百万円

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

沈埋函２函の製作工事、２函の据付工事、さらに引き続き空港側立坑の築造工事を行

う予定です。 

 

「那覇港那覇ふ頭地区臨港道路（空港線）」の整備促進 

～より効率的な物流体系の形成を目指して～ 

臨港道路(空港線)
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成４年度 

完成予定年度 

平成２０年度（暫定） 

１．事業概要 

那覇西道路は沖縄西海岸道路（延長約５０ｋｍ）の一

部を構成する道路で、那覇市若狭から同市鏡水に至る延

長 L=３．０km の道路であります。本路線は、那覇市街部

及び周辺部の交通混雑の緩和、那覇港・那覇空港へのア

クセス向上を目的とした路線であり、また、観光、地域

の活性化、地域振興プロジェクトの支援に資する道路と

して期待されています。 

平成２０年度の暫定供用を目指し事業の進捗を図りま

す。 

平成１７年度事業費 

７，５８０百万円 

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

早期暫定供用に向け、高架橋上下部工事等の促進及び用地買収の促進を図ります。 

 

一般国道５８号「那覇西道路」の整備促進 

～那覇市内の渋滞緩和を目指して～ 

1 0 .5 1 0 .5

1 .7 5 1 .7 53 .0

2 7 .5

1 0 .5 1 0 .5

1 .7 5 1 .7 53 .0

2 7 .5

旭橋交差点

若狭I・C

臨港道路空港線

那覇空港

米軍施設

那覇港

泊港

那

覇

市

若

狭

那

覇

市

鏡

水

(起)

ナ

 

ハ

 

　

ワ

カ

ナ

 

ハ

　

カ

ガ

ミ

ズ

58

那覇西道路　L =3.0km

若狭I・C

臨港道路空港線

陸上自衛隊駐とん地

米軍施設

那覇港

泊港

(終)

58
明治橋

ナ

 

ハ

 

　

ワ

カ

サ

332

331

当該箇所

那覇港

空港Ｉ・Ｃ
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

○【安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり（安全）】 

○【特性を生かした安らぎと活力ある地域づくり（暮らし）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成１６年度 

完成予定年度 

   平成１８年度 

１．事業概要 

当該事業は、安全で快適な歩行空間の確保、都市景観

及び都市防災性の向上を目的に、沖縄ブロック無電柱化

推進計画に基づき、一般国道３２９号石川市白浜地内（道

路延長Ｌ＝0.942km）において、道路の地下空間に電線共

同溝を整備し電線類の地中化を図るものです。 

平成１７年度事業費 

   ４４０百万円 

概要図 

 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は、指定区間の内Ｌ＝０．４０ｋｍの上下線の整備を行う予定です。 

 

一般国道３２９号「石川地区電線共同溝」事業の整備促進 

～ 平成１７年度 継続事業  ～ 

石川橋

（石川市白

浜１丁目）

指定区間　L=942m（上り線）

石川市白浜２丁目

石川浄水場

（石川市石川）

指定区間　L=942m（下り線）

H16　L=310m

H16　L=310m

H17　L=400m

H17　L=400m

当該個所
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成１６年度 

完成予定年度 

   平成１７年度 

１．事業概要 

空港の根幹施設である滑走路３，０００ｍのうち２，

７００ｍ区間については、平成元年・２年度に嵩上げに

よる改良を行っているが、長年の使用により舗装体の劣

化が進行していることから、平成１６年度及び平成１７

年度に改良工事（劣化層を除去し、新たに舗設）を行う

ものである。 

 

平成１７年度事業費 

   ９３３百万円 

概要図 

 

平成１７年度 施工箇所 

２．平成１７年度の整備内容 

 ○滑走路（南側）１，４５０ｍ区間の改良を行う。Ａｓ舗装 Ａ＝６５，０００ｍ２ 

 

那覇空港の整備 （滑走路改良） 

～平成１７年度 完了～ 

Ｈ１７滑走路改良箇所（Ｌ＝１，４５０ｍ）

Ｈ１６滑走路改良箇所(１,250m)
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○【自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり（活力）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   補助 

事業着手年度 

   平成２年度 

完成予定年度 

   平成１９年度 

１．事業概要 

一般国道５０７号は、沖縄本島南部地域の中央部を縦

貫し、那覇空港自動車道や国道３２９号那覇東バイパス

に連結する幹線道路であります。   

  当該道路の現道は、慢性的な交通渋滞が発生している

ことから、バイパスの整備により、交通渋滞の緩和を図

るとともに、那覇空港・那覇港へのアクセス性の向上を

図るものです。 

L=５．１ｋｍ、W=３０ｍ（４車線） 平成１７年度事業費 

   ４，２２０百万円 

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は、屋宜原地区の道路改良工事、津嘉山地区の用地買収及び道路改良工

事、津嘉山北地区及び伊覇地区土地区画整理事業への公共施設管理者負担金の対応を図

る予定です。 

 

一般国道５０７号 津嘉山バイパスの整備促進 

～平成１７年度 継続事業～ 

N

津嘉山地区

土地区画整理事業

伊覇地区

土地区画整理事業

屋宜原地区

土地区画整理事業

国道３２９号

バイパス

国道３２９号

県道那覇糸満線

県道128号線

県道48号線
県道糸満与那原線

県道東風平豊見城線

国道５０７号
那

覇

空

港

自

動

車

道

渋滞ポイント

国場交差点

L=5.1km

供用済（4/4）　L=2.0km供用済

（4/4）

L=0.5km
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）
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井
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風
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町
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嘉

山
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え
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ち
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う
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事業箇所

沖縄本島

津嘉山地区

平成12年６月平成1５年３月

30,000

5,000

1,500

3,5003,5003,0003,5003,500

1,500

5,000

S 1: 200
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○【安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり（安全）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   供用 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

－ 

完成予定年度 

－ 

１．事業概要 

 羽地ダムは、洪水調節、既得取水の安定化及び河川環

境保全等のための流量の確保、かんがい用水及び水道用

水の供給を目的とする多目的ダムです。 

 羽地ダムは、平成８年から本体工事に着手し、平成 

１３年７月に開始した試験湛水を平成１６年６月に完了

しました。 

 平成１７年度より管理に移行し、治水、利水の効果を

十分発揮させるため、適正かつ効率的な運用を実施して

行きます。 

平成１７年度事業費 

   ２２１百万円 

※直轄堰堤維持事業に係る事

業費 

概要図 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は、管理に移行し直轄堰堤維持事業により適正かつ効果的な貯水池運用

と流水管理を実施し、治水及び利水の効果を最大限に発揮させます。 

 

羽地ダム 

～平成１７年度 供用開始～ 

湖水橋 

取水塔 

ダム本体 

管理庁舎

貯水池 

羽地ダム
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○【安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり（安全）】 

○【特性を生かした安らぎと活力ある地域づくり（暮らし）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   供用 

事業区分（直轄・補助） 

   補助 

事業着手年度 

      － 

完成予定年度 

      － 

１．事業概要 

伊平屋村の中の川水系シチフ川で完成した我喜屋ダム

は、①洪水調節、②既得用水の安定化及び河川環境保全

等のための流量確保、③水道用水の供給を目的としてい

ます。 我喜屋ダムの完成により、下流域の治水安全度は

1/30 まで向上し、また、新たに水道用水として最大 70

ｍ3／日を伊平屋村に供給することができます。 

我喜屋ダムは平成１３年から本体工事に着手し、平成

１５年１１月から試験湛水を開始しています。平成１７

年度は試験湛水を完了させ、管理に移行し、治水、利水

の効果を発揮させるため、適正かつ効率的な運用を実施

して行きます。 

平成１７年度事業費 

－ 

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は試験湛水を完了させ、管理に移行し、治水、利水の効果を発揮させ

るため、適正かつ効率的な貯水池運用と流水管理を実施して行きます。 

我喜屋ダム 

～平成１７年度 供用開始～ 

大保ダム完成予想写真

位置図

那覇市

我喜屋ダム

我喜屋ダム（Ｈ１７．３月）

伊平屋村
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○【安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり（安全）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分

継続（緊急対策特定区間完成）

事業区分（直轄・補助）

  補助 

事業着手年度 

  昭和５４年度 

完成予定年度 

  平成２０年代中頃 

１．事業概要 

比謝川、特にコザ十字路付近では、以前から浸水被害が多

く、近年は毎年のように集中豪雨や台風による浸水被害があ

ります。  

緊急対策として、平成１７年度までに住吉地区（水辺プラ

ザ）の河川の狭隘区間を改修します。当該地区の河道が概成

することにより、流下能力を３７m3／ｓから５２m3／ｓへ改

善し、治水安全度の向上が図られます。 

また、河川整備と都市緑地を一体として整備することによ

り、浸水被害の解消とあわせて、水と緑の潤いのある空間を

創出します。 
平成１７年度事業費 

  ６４０百万円 

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

平成１７年度は護岸工Ｌ＝５０ｍの施工、河床掘削、山崎橋改修と用地買収を実施し

ます。 

 

比謝川広域基幹河川改修事業 

～近年大きな被害を受けた地域における緊急対策～ 

 
山崎橋 
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○【安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり（安全）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   完成 

事業区分（直轄・補助） 

   補助 

事業着手年度 

平成４年度 

完成予定年度 

平成１７年度 

１．事業概要 

宇地泊川は、中城村北上原を源流とし、琉球大学のキ

ャンパスと宜野湾市内を貫流して宜野湾市宇地泊地先で

東シナ海に注ぐ二級河川です。事業区間は深い渓谷状の

渓流となっており、河床勾配も急峻であります。流域が

広い都市部の河川であるため台風等による豪雨時には流

域の表流水が集中して激流となり、これまで渓岸の先堀

や斜面崩落の土砂災害が度々発生してきました。 

下流は住宅密集地であり国道 58 号が通っています。

又、斜面上部には人家があるため、斜面崩壊による人家

への被害の危険性も大きい地域であり、災害防止を図り

ます。  

平成１７年度事業費 

  ８０百万円 

概要図 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は護岸工（延長Ｌ＝１３５ｍ）等を実施します。 

 

宇地泊川

位置図

降雨時の状況護岸崩壊状況

H17　護岸工
L=135m

宇地泊川

整備区間　L=960m

国道58号

牧港
まきみなと

川水系宇
う

地
ち

泊
どまり

川通常砂防事業（沖縄県 宜野湾市） 

～平成１７年度 完成～
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○【安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり（安全）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   新規 

事業区分（直轄・補助） 

   補助 

事業着手年度 

   平成１７年度 

完成予定年度 

   平成２１年度 

１．事業概要 

小谷地区は、沖縄本島南部の佐敷町西部に位置し、地

形は標高 170ｍ程度の全体にゆるやかな起伏を示す丘陵

地域で、斜面自体に地すべりの兆候と見られる小崩壊や

亀裂等が多数見られます。 

斜面下には災害時要援護者施設の特別養護老人ホーム

小谷園があり、平成７年３月と６月に施設背後の斜面が

崩壊して施設に被害をもたらしました。 

その後も地すべりは進行しており土砂災害の再発の恐

れがあることから、今後の土砂災害を未然に防止するた

めに地すべり対策を実施するものです。 

平成１７年度事業費 

５０百万円 

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は概略設計、抑制工等を実施します。 

 

総合流域防災事業【小谷
お こ く

地区地すべり対策（沖縄県島尻郡佐敷町）】 

～平成１７年度 新規事業～

小谷 

位置図 総合流域防災事業 

（小谷
お こ く

地区地すべり対策） 

特別養護老人ホーム

小谷園 

小谷園施設内階段下の

土砂崩落状況 
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○【安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり（安全）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分

  完成 

事業区分（直轄・補助）

  補助 

事業着手年度 

  平成１３年度 

完成予定年度 

  平成１７年度 

１．事業概要 

浜海岸は、沖縄本島北部西海岸に位置し、東シナ海に面し

ており、海岸沿いには、沖縄本島を南北に結ぶ幹線道路であ

る国道５８号、その背後には浜集落の民家が密集しています。

現状の海岸保全施設は消波ブロック付き直立護岸でありま

すが、台風及び冬季波浪時には高潮・波浪等により、国道の

交通阻害や背後の民家等に越波・飛沫被害が生じているとこ

ろです。そこで、当海岸一帯が「沖縄海岸国定公園（普通地

域）」に指定されていることから、景観にも配慮し、人工リ

ーフや養浜を配置した面的な海岸保全施設の整備を隣接する

国頭浜漁港海岸（水産庁）と共同で実施し、背後地の保全並

びに海岸利用の利便性向上を図ります。 

平成１７年度事業費 

  １０８百万円 

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１６年度に引き続き養浜を継続して実施すると共に、海岸背後への飛砂・飛沫

防止のための植栽を整備し、一連完成供用を図ります。 

浜海岸高潮対策事業（沖縄県国頭村）の整備促進         

～平成１７年度 完成事業～ 

辺土岬←　国道５８号　→名護

養浜（水産庁）

位　置　図

浜海岸

人工リーフ

H17 養浜 21,600m3

（面積 8,600m2） H16 突堤　１基

    養浜 5,400m3

　 （面積 2,160m2）

H16 飛砂・飛沫防止帯 (埋土のみ) 延長 205m

    護岸　延長 205m

H17 飛砂・飛沫防止帯（完成断面）延長 295m

人工リーフ（水産庁）

突堤（水産庁）

河川局所管水産庁所管

←
 
田
嘉
里
川

標準横断図

撮影日：平成１１年９月２４日

台風１８号の余波による越波状況
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○【安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり（安全）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   新規 

事業区分（直轄・補助） 

   補助 

事業着手年度 

－ 

完成予定年度 

－ 

１．事業概要 

近年、浸水被害の多発する比謝川、小波津川において、

危機管理対応力の向上を図るため、浸水想定区域調査を

行います。 

 浸水想定区域調査とは、ある計画の降雨があった場合

に想定される浸水範囲、浸水水位を調査するもので、洪

水時に住民の円滑かつ迅速な避難確保のための基礎資料

となります。 

平成１７年度事業費 

   ３０百万円 

概要図 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は近年、浸水被害の多発する比謝川、小波津川において浸水想定区域図

作成に必要な諸調査を行います。 

総合流域防災事業【浸水想定区域調査】 

～平成１７年度 新規事業～ 

比謝川　出水時(H14.6 .15）

比謝川

位置図

小波津川

小波津川　出水時(H10.2 .18）

□浸水想定区域図作成のイメージ
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○【安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり（安全）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   直轄 

事業着手年度 

   平成２年度（建設事業）

完成予定年度 

   平成２１年度 

１．事業概要 

大保ダムは、大保川水系大保川に大保ダムを建設し、

沖縄県企業局による西系列水道水源開発事業における８

河川取水等を大保ダムに導水するもので、洪水調節、既

得用水の安定化及び河川環境保全等のための流量確保、

水道用水の供給を目的としています。 

大保ダムでは、平成１４年度に本体建設工事に着手し

ました。 

平成１７年度事業費 

   １０，１１８百万円 

※沖縄北西部河川総合開発事業

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

本ダムについては基礎掘削、脇ダムについては盛立てを継続して行います。 

 

沖縄北西部河川総合開発事業（大保ダム）の整備促進        

～ 沖縄本島の安定的な水道用水の早期確保を目指して ～ 

大保ダム完成予想写真
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○【安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり（安全）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分

  継続 

事業区分（直轄・補助）

  直轄 

事業着手年度 

  平成１７年度 

完成予定年度 

  平成１９年度 

１．事業概要 

那覇市内に散在する国の機関が入居する施設を集約・合同

化することにより、公務能率、行政サービスの向上及び防災

機能の確保等を図ります。また、防災拠点となっている官庁

施設の耐震化を推進し、災害対策活動が行えるよう確保しま

す。 

 庁舎を３棟分割方式での整備としており、既に１号館は、

平成１５年６月に完成し、業務を遂行しています。 

平成１７年度においては、２号館の工事に着手し、平成 

１９年度の完成を目指します。 
平成１７年度事業費 

  ７８０百万円 

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

利用者への行政サービス向上を目指し、平成１５年度に完成した１号館に引き続き、

２号館の工事に着手します。 

 

那覇第２地方合同庁舎の整備促進 

～平成１７年度 ２号館の工事着手～ 

当該箇所

１号館（平成１５年６月完成） ３号館（予定） 

２号館 
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○【安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり（安全）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分

  継続 

事業区分（直轄・補助）

  直轄 

事業着手年度 

  平成１６年度 

完成予定年度 

  平成２０年代前半 

１．事業概要 

一般国道５８号の国頭村にある「座津武トンネル」は、坑

口部に急峻な岩盤斜面を有しており、以前からその危険性が

指摘され、これまで種々ののり面対策工を実施してきました。

しかし小規模ですが落石が恒常的に発生しており、将来的に

大規模な岩盤崩落の誘因となりトンネル本体に致命的な損傷

与えることが懸念される状態です。このため、危険個所を回

避する別線トンネルを整備し、抜本的な安全対策を実施する

ものです。 

平成１７年度事業費 

  ４８０百万円 

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

道路詳細設計及びトンネル詳細設計を進めると共に、法面対策工及び用地買収に着

手します。 

 

一般国道５８号「座津武防災」の整備促進 

～用地買収及び工事着手～ 

（
自

）
国

頭

村

字

宇

嘉

（
至

）
国

頭

村

字

宇

嘉

奥川

宜名真

宜名真

トンネル

奥

謝敷

与那川

辺野喜ダム

ウテンダ

トンネル

座津武

トンネル

座

津

武

川

西銘岳

宇

嘉

川

辺

野

喜

川
佐手

新与那

トンネル

通 行 規 制 区 間 Ｌ ＝ １ ２ . ８ Ｋ ｍ

与那橋

宜名真橋
座津武橋

宇嘉橋

辺野喜橋

佐手橋

前川橋

国頭村

T'97=1,994台/日

T'99=1,784台/日

（落石・土砂崩落・越波・連続雨量250mm以上）

座津武防災
Ｌ＝1．4Ｋｍ

防災点検要対策箇所

越　　 波 　　箇 　　所

トン ネル坑口部危険個所

凡　　　　　　例

佐

手

川

前

川

大宜味

二見

〇

〇

〇

〇

58

屋我地島

北 部 国 道 管 理 区 域

平良湾

有銘湾

国頭

（一般部）

12.00

2.0 3.25 3.25 1.5

0.5 CL

1.5
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○【沖縄特有の豊かな自然環境の保全・創出（環境）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

   継続 

事業区分（直轄・補助） 

   補助 

事業着手年度 

   平成８年度 

完成予定年度 

   平成２７年度 

１．事業概要 

中城湾南部流域下水道（西原処理区）は近年人口が増

加している中城湾南部４町村の要望を受け事業着手しま

した。平成１４年４月に西原浄化センターが供用を開始

し、当初は西原町、与那原町、中城村が接続していたが

平成１６年度に佐敷町も供用を開始した。中城湾南部流

域の住民の生活環境の向上を計るため、今後も幹線・処

理場整備を推進します。 

平成１７年度事業費 

   １、７９２百万円 

概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 下水道普及促進のため、幹線整備及び流入水量の増加に対応して下水処理施設整備を

行います。 

 

中城湾南部流域下水道 
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○【特性を生かした安らぎと活力ある地域づくり（暮らし）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

  完成 

事業区分（直轄・補助） 

  補助 

事業着手年度 

  平成１５年度 

完成予定年度 

  平成１７年度 

１．事業概要 

東風平町の区画整理事業内において良質な住宅を供給

することにより、市民の居住水準の向上を図ります。 
平成１５年度より建設工事に着手し、平成１７年度完

成供用予定であり、建設戸数は６０戸となっています。

平成１７年度事業費 

３８７百万円 

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

前年度に引き続き、団地（鉄筋コンクリート造、地下１階・地上５階建て）の整備を

行います。 

 

公営住宅等の整備促進（県営屋宜原団地） 

～平成１７年度 完成供用～ 
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○【特性を生かした安らぎと活力ある地域づくり（暮らし）】 

 

 

 

完成・新規・継続の区分 

  継続 

事業区分（直轄・補助） 

  補助 

事業着手年度 

  平成１５年度 

完成予定年度 

  平成２４年度 

１．事業概要 

石垣港は西表島、竹富島など周辺離島への発着地とし

て、年間約１８０万人（Ｈ１５）が利用する八重山諸島

の生活及び観光の玄関口です。観光客の増加により約１

９０便／日の旅客船が発着しており、現在の施設では水

域・陸域とも狭隘となり、早急な再整備が求められてい

ます。 

石垣港離島ターミナル再編事業は、これらの要請に応

えるとともに、石垣市が進める都市再生と連携してみな

とまちづくりを促進するものです。これまで浮桟橋２基

が製作されています。 

平成１７年度事業費 

７００（630）百万円 

概要図 

 

 

２．平成１７年度の整備内容 

 平成１７年度は、浮桟橋２基と臨港道路及び旅客待合所の整備を行う予定です。 

 

石垣港離島ターミナル再開発事業の整備促進 

～八重山諸島の玄関口の再編を進めます～ 

現況 

将来 




